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(57)【要約】
【課題】
　従業員の就業管理をするための就業管理システムを提
供することを目的とする。
【解決手段】
　従業員の出勤または退勤の際の打刻を受け付ける打刻
受付処理部と，打刻時刻と，始業基準時刻または終業基
準時刻とを比較して乖離があるかを判定する乖離判定処
理部と，乖離があることを判定した場合に，乖離理由の
入力を受け付ける乖離理由入力受付処理部と，を有して
おり，乖離理由入力受付処理部は，打刻9の後に乖離理
由の入力を行わせる，就業管理システムである。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　従業員の就業管理をするための就業管理システムであって，
　前記就業管理システムは，
　従業員の出勤または退勤の際の打刻を受け付ける打刻受付処理部と，
　打刻時刻と，始業基準時刻または終業基準時刻とを比較して乖離があるかを判定する乖
離判定処理部と，
　乖離があることを判定した場合に，乖離理由の入力を受け付ける乖離理由入力受付処理
部と，を有しており，
　前記乖離理由入力受付処理部は，
　前記打刻の後に乖離理由の入力を行わせる，
　ことを特徴とする就業管理システム。
【請求項２】
　前記乖離理由入力受付処理部は，
　前記打刻を行う画面の次に前記乖離理由の入力を行う画面を表示させる，
　ことを特徴とする請求項１に記載の就業管理システム。
【請求項３】
　前記打刻受付処理部は，
　前記従業員の従業員識別情報を受け付けており，
　前記乖離理由入力受付処理部は，
　前記従業員識別情報に基づいて，乖離理由の表示内容および／または表示順番を変更す
る，
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の就業管理システム。
【請求項４】
　前記乖離理由入力受付処理部は，
　前記乖離判定処理部において乖離があることを判定した場合には，乖離理由の入力を行
うことを前記従業員に通知する，
　ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の就業管理システム。
【請求項５】
　前記乖離理由入力受付処理部は，
　音を出力する，メッセージを表示する，入力端末の表示装置を点滅させる，乖離理由が
ない場合とは異なる画面表示をするのいずれかによって，乖離理由の入力を行うことを前
記従業員に通知する，
　ことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の就業管理システム。
【請求項６】
　前記打刻受付処理部は，
　前記打刻時刻を用いて，前記従業員の勤務計画または勤務実績に関する情報を記憶する
勤務情報記憶部を参照することで，前記従業員の出勤または退勤を判定する，
　ことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の就業管理システム。
【請求項７】
　コンピュータを，
　従業員の出勤または退勤の際の打刻を受け付ける打刻受付処理部，
　打刻時刻と，始業基準時刻または終業基準時刻とを比較して乖離があるかを判定する乖
離判定処理部，
　乖離があることを判定した場合に，乖離理由の入力を受け付ける乖離理由入力受付処理
部，として機能させるための就業管理プログラムであって，
　前記乖離理由入力受付処理部は，
　前記打刻の後に乖離理由の入力を行わせる，
　ことを特徴とする就業管理プログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は，従業員の就業管理のための就業管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従業員を雇用している会社などの組織体では，従業員の就業状況を管理することが求め
られている。とくに，従業員の出勤時刻，退勤時刻を管理した上で，本来の始業時刻，終
業時刻と出勤時刻，退勤時刻とが乖離している場合には，その乖離理由の管理も求められ
ている。
【０００３】
　従来，このような就業管理を行うため，たとえば下記非特許文献１乃至非特許文献４の
ようなシステムが用いられている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】アマノ株式会社，”勤怠管理ソフト・システム・就業ターミナルのこと
なら｜アマノ株式会社”，[online]，インターネット＜ＵＲＬ：https://www.tis.amano.
co.jp/product/employment/＞
【非特許文献２】株式会社ＳＣＰ．ＳＯＦＴ，”病院向け勤怠管理ソフトを提供している
ＳＣＰ．ＳＯＦＴです！”，[online]，インターネット＜ＵＲＬ：https://www.vicsell.
jp/prg_kh.html＞
【非特許文献３】株式会社ＳＣＰ．ＳＯＦＴ，”勤怠管理ソフトを提供しているＳＣＰ．
ＳＯＦＴです！”，[online]，インターネット＜ＵＲＬ：https://www.vicsell.jp/prg_k
c.html＞
【非特許文献４】東芝ソリューション販売株式会社，”就業管理システムTimeWorks｜ソ
リューション｜東芝ソリューション販売株式会社”，[online]，インターネット＜ＵＲＬ
：https://www.toshiba-tsos.co.jp/solution/timeworks/index.htm＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　非特許文献１乃至非特許文献４における従来の就業管理のシステムでは，従業員が出勤
時または退勤時に，出勤または退勤の操作を行った後，それとは別に，コンピュータなど
で乖離理由を入力する処理となっている。そのため，乖離理由を後日まとめて入力するこ
とも多くなり，実際の乖離理由を失念してしまうこともあった。これでは，組織体として
は，従業員の就業状況を適切に管理しているとはいえず，望ましくない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで本発明者は上記課題に鑑み，従業員の始業時刻前の出勤，終業時刻後の退勤があ
った場合の乖離理由について，その場で入力可能とせしめることで，組織体にとって，従
業員の就業状況を適切に管理することができる就業管理システムを発明した。
【０００７】
　第１の発明は，従業員の就業管理をするための就業管理システムであって，前記就業管
理システムは，従業員の出勤または退勤の際の打刻を受け付ける打刻受付処理部と，打刻
時刻と，始業基準時刻または終業基準時刻とを比較して乖離があるかを判定する乖離判定
処理部と，乖離があることを判定した場合に，乖離理由の入力を受け付ける乖離理由入力
受付処理部と，を有しており，前記乖離理由入力受付処理部は，前記打刻の後に乖離理由
の入力を行わせる，就業管理システムである。
【０００８】
　本発明のように，出退勤の打刻の際に，始業基準時刻，終業基準時刻との乖離があるこ
とを判定すると，打刻の後に乖離理由の入力を行わせることで，その場で乖離理由の入力



(4) JP 2020-4330 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

が可能となる。そのため，従業員は乖離理由の記憶が鮮明なうちに，また従業員の負担も
ほとんどなく乖離理由を登録することができる。そして，組織体にとっても，従業員の就
業状況を適切に管理することができる。
【０００９】
　上述の発明において，前記乖離理由入力受付処理部は，前記打刻を行う画面の次に前記
乖離理由の入力を行う画面を表示させる，就業管理システムのように構成することができ
る。
【００１０】
　打刻を行う画面の次に乖離理由の入力を行う画面を表示させることで，乖離理由の入力
をその場で行わせることができる。
【００１１】
　上述の発明において，前記打刻受付処理部は，前記従業員の従業員識別情報を受け付け
ており，前記乖離理由入力受付処理部は，前記従業員識別情報に基づいて，乖離理由の表
示内容および／または表示順番を変更する，就業管理システムのように構成することがで
きる。
【００１２】
　乖離理由は従業員，部署，職種，職員区分などによって変わることがある。そこで，出
退勤の打刻を行う従業員の属性に応じて乖離理由の表示内容，表示順番を変更することで
，従業員の操作性を向上させることができる。
【００１３】
　上述の発明において，前記乖離理由入力受付処理部は，前記乖離判定処理部において乖
離があることを判定した場合には，乖離理由の入力を行うことを前記従業員に通知する，
就業管理システムのように構成することができる。
【００１４】
　上述の発明において，前記乖離理由入力受付処理部は，音を出力する，メッセージを表
示する，入力端末の表示装置を点滅させる，乖離理由がない場合とは異なる画面表示をす
るのいずれかによって，乖離理由の入力を行うことを前記従業員に通知する，就業管理シ
ステムのように構成することができる。
【００１５】
　出退勤の打刻を行う場で乖離理由の入力を行う場合，その操作を行うことに従業員が気
づかない場合がある。そのため，乖離があることを判定した場合，それを従業員に通知す
ることが好ましい。
【００１６】
　上述の発明において，前記打刻受付処理部は，前記打刻時刻を用いて，前記従業員の勤
務計画または勤務実績に関する情報を記憶する勤務情報記憶部を参照することで，前記従
業員の出勤または退勤を判定する，就業管理システムのように構成することができる。
【００１７】
　本発明のように構成することで，従業員が出退勤の区別を示す入力操作を行わずともす
み，従業員の操作負担を軽減することができる。
【００１８】
　第１の発明は本発明のプログラムをコンピュータに読み込ませて実行することで実現で
きる。すなわち，コンピュータを，従業員の出勤または退勤の際の打刻を受け付ける打刻
受付処理部，打刻時刻と，始業基準時刻または終業基準時刻とを比較して乖離があるかを
判定する乖離判定処理部，乖離があることを判定した場合に，乖離理由の入力を受け付け
る乖離理由入力受付処理部，として機能させるための就業管理プログラムであって，前記
乖離理由入力受付処理部は，前記打刻の後に乖離理由の入力を行わせる，就業管理プログ
ラムである。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の就業管理システムを用いることによって，従業員は出勤，退勤の操作を行った
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際に，始業基準時刻または終業基準時刻との乖離理由を簡単に入力することができるため
，組織体にとっても，従業員の就業状況を適切に管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の就業管理システムの処理機能の一例を模式的に示すブロック図である。
【図２】本発明の就業管理システムで用いるコンピュータのハードウェア構成の一例を模
式的に示すブロック図である。
【図３】本発明の就業管理システムにおける処理プロセスの一例を示すフローチャートで
ある。
【図４】入力端末が設置された状態の一例を示す図である。
【図５】打刻画面の一例を示す図である。
【図６】打刻完了画面の一例を示す図である。
【図７】乖離理由入力画面の一例を示す図である。
【図８】乖離理由を入力した場合の打刻完了画面の一例を示す図である。
【図９】実施例２における就業管理システムの処理機能の一例を模式的に示すブロック図
である。
【図１０】実施例２における就業管理システムにおける処理プロセスの一例を示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明の就業管理システム１の処理機能の一例のブロック図を図１に示す。管理端末２
は，就業管理システム１を運営する企業や医療機関等の組織体が利用するコンピュータで
ある。また，入力端末３は，組織体で勤務する従業員の出退勤を入力するための端末であ
る。なお，従業員としては正社員，契約社員，アルバイト，嘱託職員などさまざまな雇用
形態の者が含まれ，組織体が就業管理をする必要がある者であればよい。入力端末３とし
ては，従業員が操作可能なタッチパネルのタブレット型コンピュータを用いることができ
るが，それに限定しない。また，従業員証に備えたＩＣチップを読み取るリーダ装置，あ
るいは静脈や指紋などの生体情報を読み取るための生体情報読取装置，バーコードなどの
２次元コードを読み取るためのバーコードリーダ装置，磁気カード読取装置などと接続し
ていてもよい。
【００２２】
　就業管理システム１における管理端末２，入力端末３は，コンピュータを用いて実現さ
れる。図２にコンピュータのハードウェア構成の一例を模式的に示す。コンピュータは，
プログラムの演算処理を実行するＣＰＵなどの演算装置７０と，情報を記憶するＲＡＭや
ハードディスクなどの記憶装置７１と，情報を表示するディスプレイなどの表示装置７２
と，情報の入力が可能なキーボードやマウスなどの入力装置７３と，演算装置７０の処理
結果や記憶装置７１に記憶する情報をインターネットやＬＡＮなどのネットワークを介し
て送受信する通信装置７４とを有している。
【００２３】
　コンピュータがタッチパネルディスプレイを備えている場合には，表示装置７２と入力
装置７３とが一体的に構成されていてもよい。タッチパネルディスプレイは，たとえばタ
ブレット型コンピュータやスマートフォンなどの可搬型通信端末などで利用されることが
多いが，それに限定するものではない。
【００２４】
　タッチパネルディスプレイは，そのディスプレイ上で，直接，所定の入力デバイス（タ
ッチパネル用のペンなど）や指などによって入力を行える点で，表示装置７２と入力装置
７３の機能が一体化した装置である。
【００２５】
　管理端末２は，打刻受付処理部２０と乖離判定処理部２１と乖離理由入力受付処理部２
２と就業状況情報記憶部２３とを有する。
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【００２６】
　打刻受付処理部２０は，入力端末３で入力を受け付けた従業員識別情報，出勤または退
勤の情報，打刻時刻とを受け付ける。なお打刻時刻は，入力端末３で入力を受け付けた時
刻のほか，打刻受付処理部２０で入力を受け付けた時刻であってもよい。
【００２７】
　乖離判定処理部２１は，打刻受付処理部２０で入力を受け付けた従業員識別情報，出勤
または退勤の情報，出勤の打刻時刻（出勤時刻）または退勤の打刻時刻（退勤時刻）と，
あらかじめ定められている就業時間帯を示す情報とを比較して，始業時刻または終業時刻
と，出勤時刻または退勤時刻との間に乖離があるかを判定する。就業時間帯を示す情報と
しては，たとえば始業時刻，終業時刻が特定できる情報であれば如何なる情報であっても
よい。
【００２８】
　乖離判定処理部２１では，打刻受付処理部２０で出勤の情報を受け付けた場合には，出
勤時刻と始業時刻とを比較して乖離があるかを判定する。また打刻受付処理部２０で退勤
の情報を受け付けた場合には，退勤時刻と終業時刻とを比較して乖離があるかを判定する
。なお，出勤時刻と始業時刻，退勤時刻と終業時刻との乖離は，あらかじめ定められた時
間以上の乖離がある場合に，乖離があると判定をしてもよい。実際には，終業時刻になっ
てから片付けを開始し，実際に退勤するのは，終業時刻から１０分後といったこともある
からである。したがって，出勤時刻，退勤時刻と比較するのは，始業基準時刻，終業基準
時刻でよい。始業基準時刻，終業基準時刻は，
　始業基準時刻＝始業時刻－あらかじめ定めた第１の時間
　終業基準時刻＝終業時刻＋あらかじめ定めた第２の時間
で算出する。あらかじめ定めた第１の時間，第２の時間としては０分以上の任意の時間と
することができる。たとえば０分（始業時刻，終業時刻と同じ），５分，１０分，１５分
，３０分などのように設定可能である。あらかじめ定めた第１の時間と第２の時間は同じ
時間であってもよいし，異なる時間であってもよい。たとえば始業基準時刻は始業時刻の
１０分前（あらかじめ定めた第１の時間は１０分）とし，終業基準時刻は終業時刻の５分
後（あらかじめ定めた第２の時間は５分）のように設定することもできる。始業基準時刻
，終業基準時刻は，乖離理由の入力が必要になる程度の時間に基づいて適宜設定できる。
【００２９】
　乖離理由入力受付処理部２２は，乖離理由判定処理部で乖離があると判定した場合に，
後述する乖離理由入力画面を入力端末３に表示し，乖離理由の入力を受け付ける。乖離理
由としては，たとえば，「管理監督業務」，「通常出勤」，「出張」，「私用」，「職務
専念義務免除」，「自己学習・研鑽・学会準備」，「勤務外活動（組合・院友会等）」，
「その他」などがボタン形式で選択可能となっている。また，「その他」の選択を受け付
けた場合には，自由入力欄を表示させてもよい。
【００３０】
　なお，乖離理由入力受付処理部２２は，打刻受付処理部２０で入力を受け付けた従業員
識別情報に基づいて，従業員，部署，職種，職員区分などを判定し，それらに対応させて
乖離理由として表示する内容や表示順番を変更してもよい。すなわち，従業員識別情報に
基づいて，従業員に関する属性情報を記憶する記憶部（図示せず）を参照し，その従業員
，部署，職種，職員区分などを判定し，あらかじめ設定された従業員ごと，部署ごと，職
種ごと，職員区分ごとなどの乖離理由を表示順番にしたがって入力端末３の乖離理由入力
画面に表示させてもよい。
【００３１】
　また，乖離理由入力受付処理部２２は，乖離理由の入力を行う必要があることを従業員
に通知するため，たとえば音を出力する，メッセージを表示する，入力端末３の表示装置
７２を点滅させる，乖離理由がない場合とは異なる画面表示をするなどによって，乖離理
由の入力を行わなければならないことを従業員に気づかせるようにしてもよい。
【００３２】
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　就業状況情報記憶部２３は，従業員識別情報に対応づけて出勤時刻，退勤時刻，乖離理
由などの就業状況情報を記憶する。
【実施例１】
【００３３】
　つぎに本発明の就業管理システム１の処理プロセスの一例を図３のフローチャートを用
いて説明をする。なお，本実施例の以下の説明では従業員が退勤する場合を説明するが，
出勤する場合でも同様である。
【００３４】
　まず本発明の就業管理システム１を用いる際に，入力端末３を従業員が利用しやすい場
所，たとえば通用口などに設置をしておく。入力端末３が設置された状態の一例を図４に
示す。図４では，タッチパネル型のタブレット型コンピュータと従業員証などを読み取る
リーダ装置と静脈認証により従業員を特定するための生体情報読取装置とが，通用口の壁
面に設置された状態を示している。
【００３５】
　従業員は退勤する場合，所定の操作をすることで，自らの従業員識別情報を入力する。
たとえば，従業員証をリーダ装置にかざすことで，従業員証のＩＣチップに記憶された従
業員識別情報をリーダ装置が読み取って入力端末３に渡す，または手を生体情報読取装置
にかざすことで，指紋や静脈などの生体情報を生体情報読取装置が読み取り，それに基づ
いて入力端末３が従業員を特定し，対応する従業員識別情報を特定するなどの方法がある
。
【００３６】
　そして従業員証をリーダ装置にかざす，手を生体情報読取装置にかざすなどのあと，入
力端末３に表示されている打刻画面（図５）における「退勤」のボタン１０１を押下する
。打刻画面では，たとえば「出勤」，「退勤」が入力可能となっていればよいが，さらに
「外出」，「再入館」など，一時的な外出に対応をしていてもよい。
【００３７】
　打刻画面において「退勤」ボタン１０１が押下されると，入力端末３は，従業員識別情
報と退勤の情報と退勤時刻（たとえば１７時４０分）とを管理端末２に送り，管理端末２
の打刻受付処理部２０でそれらの情報を受け付ける（Ｓ１００）。そして，打刻受付処理
部２０は，従業員識別情報と退勤の情報と退勤時刻とを受け付けると，従業員識別情報に
対応づけて，退勤時刻を就業状況情報記憶部２３に記憶させる（Ｓ１１０）。
【００３８】
　また乖離判定処理部２１は，退勤時刻と終業基準時刻とを比較し，乖離があるかを判定
する（Ｓ１２０）。
【００３９】
　たとえば終業基準時刻が１７時４５分とすると，退勤時刻は終業基準時刻よりも前であ
るので，乖離はないと判定し，図６に示す打刻完了画面を入力端末３に表示させる。
【００４０】
　一方，たとえば終業基準時刻が１７時１５分とすると，退勤時刻は終業基準時刻よりも
後であるので，乖離があると判定し，図７に示す乖離理由入力画面を入力端末３に表示さ
せる。そして，従業員は，入力端末３に表示される乖離理由入力画面から該当する乖離理
由のボタン１０２ａ～１０２ｈのいずれかを押下する。なお，「その他」ボタン１０２ｈ
を押下した場合には，自由入力欄が表示され，そこに乖離理由を，入力端末３に表示する
ソフトウェアキーボードなどにより自由記述して入力するように構成してもよい。また，
共用とする入力端末３では，「その他」ボタン１０２ｈを押下してもそのまま「その他」
の情報のみが送られ（自由記述の入力は行わせず），乖離理由の登録を従業員が利用する
端末から入力可能としてもよい。
【００４１】
　以上のようにして乖離理由のボタン１０２ａ～１０２ｈが押下されると，乖離理由の情
報が入力端末３から管理端末２に送られ，管理端末２の乖離理由入力受付処理部２２でそ
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の入力を受け付ける（Ｓ１３０）。そして，乖離理由入力受付処理部２２は，受け付けた
乖離理由を，当該従業員識別情報に対応づけて就業状況情報記憶部２３に記憶させる。
【００４２】
　また，乖離理由入力受付処理部２２は，乖離理由の入力を受け付けると，図８に示すよ
うに乖離理由を入力した場合の打刻完了画面を入力端末３に表示させる。
【００４３】
　以上のような処理を実行することで，従業員は乖離理由の記憶が鮮明なうちに，また従
業員の負担もほとんどなく乖離理由を登録することができる。そして，組織体にとっても
，従業員の就業状況を適切に管理することができる。
【実施例２】
【００４４】
　実施例１では打刻画面において「出勤」，「退勤」などのボタンを従業員が押下する場
合であったが，あらかじめ従業員の勤務計画を登録している場合には，その勤務計画に基
づいて，自動的に「出勤」，「退勤」の判定を行ってもよい。これによって，従業員によ
る打刻画面での「出勤」，「退勤」のボタンの押下操作を省略できる。図９に，本実施例
における就業管理システム１の処理機能の一例を模式的に示すブロック図である。本実施
例では，たとえば医療機関のように従業員がシフト制で勤務している場合には，各シフト
や勤務形態によって就業時間帯が相違するので，とくに効果的である。なお，勤務計画の
みならず，登録している勤務実績で判断をしてもよい。この場合，「勤務計画」を「勤務
実績」に読み替えればよい。
【００４５】
　本実施例における就業管理システム１では，実施例１の就業管理システム１に加えて，
勤務情報記憶部２４を有する。勤務情報記憶部２４は，従業員の勤務計画に関する情報を
記憶する。たとえば従業員を識別する従業員識別情報と，従業員の氏名，所属部署，職種
などの従業員の属性情報と，勤務計画に関する情報とを記憶する。勤務計画としては，た
とえば日勤，夜勤，準夜勤，当直，休暇など就業時間帯を示す情報が含まれていればよい
。たとえば日勤としては就業時間帯として８時３０分から１７時３０分などが定められて
いればよい。この場合，始業時刻が８時３０分，終業時刻が１７時３０分となる。なお，
勤務計画としては，就業時間帯のほか，始業時刻と終業時刻が定められているなどであっ
てもよく，始業時刻，終業時刻が特定できる情報であれば如何なる情報であってもよい。
また勤務情報記憶部２４は，労務管理システムなどのほかのシステムで設定された情報ま
たはそれに基づく情報であってもよい。
【００４６】
　つぎに本実施例における就業管理システム１における処理プロセスの一例を図１０のフ
ローチャートを用いて説明する。
【００４７】
　従業員は出勤，退勤する場合，たとえば従業員証をリーダ装置にかざす，手を生体情報
読取装置にかざすなどの所定の操作をすることで，自らの従業員識別情報を入力する。そ
して，入力端末３は，従業員識別情報と打刻時刻とを管理端末２に送り，管理端末２の打
刻受付処理部２０でそれらの情報を受け付ける（Ｓ２００）。打刻受付処理部２０は，従
業員識別情報と打刻時刻とに基づいて勤務情報記憶部２４を参照し，当該従業員の勤務計
画を特定する。そして打刻受付処理部２０は，特定した勤務計画における始業時刻，終業
時刻と，打刻時刻とを比較し，出退勤のいずれであるかを判定する（Ｓ２１０）。すなわ
ち，打刻時刻が始業時刻と近ければ「出勤」と判定し，打刻時刻が終業時刻と近ければ「
退勤」と判定する。なお，出退勤の判定は，上記のほか，出勤時刻が打刻されていなけれ
ば「出勤」と判定し，出勤時刻が打刻されていれば「退勤」と判定をするようにしてもよ
い。また出退勤の判定は，ほかの方法によってもよい。
【００４８】
　そして打刻受付処理部２０は，従業員識別情報と出退勤の情報と打刻時刻とに基づいて
，「出勤」と判定した場合には，従業員識別情報に対応づけて出勤時刻を就業状況情報記
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時刻を就業状況情報記憶部２３に記憶させる（Ｓ２２０）。
【００４９】
　また乖離判定処理部２１は，出勤時刻と始業基準時刻，または退勤時刻と終業基準時刻
とを比較し，乖離があるかを判定する（Ｓ２３０）。
【００５０】
　そして乖離がないと判定した場合，図６に示す打刻完了画面を入力端末３に表示させる
。
【００５１】
　一方，乖離があると判定した場合，図７に示す乖離理由入力画面を入力端末３に表示さ
せる。そして，従業員は，入力端末３に表示される乖離理由入力画面から該当する乖離理
由のボタン１０２ａ～１０２ｈのいずれかを押下する。
【００５２】
　乖離理由のボタン１０２ａ～１０２ｈが押下されると，乖離理由の情報が入力端末３か
ら管理端末２に送られ，管理端末２の乖離理由入力受付処理部２２でその入力を受け付け
る（Ｓ２４０）。そして，乖離理由入力受付処理部２２は，受け付けた乖離理由を，当該
従業員識別情報に対応づけて就業状況情報記憶部２３に記憶させる。
【００５３】
　そして乖離理由入力受付処理部２２は，乖離理由の入力を受け付けると，図８に示すよ
うに乖離理由を入力した場合の打刻完了画面を入力端末３に表示させる。
【００５４】
　以上のような処理を実行することで，従業員は乖離理由の記憶が鮮明なうちに，また従
業員の負担もほとんどなく乖離理由を登録することができ，組織体にとっても，従業員の
就業状況を適切に管理することができる。また従業員は，出退勤の選択も不要となる。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明の就業管理システム１を用いることによって，従業員は出勤，退勤の操作を行っ
た際に，始業基準時刻または終業基準時刻との乖離理由を簡単に入力することができるた
め，組織体にとっても，従業員の就業状況を適切に管理することができる。
【符号の説明】
【００５６】
　１：就業管理システム
　２：管理端末
　３：入力端末
２０：打刻受付処理部
２１：乖離判定処理部
２２：乖離理由入力受付処理部
２３：就業状況情報記憶部
２４：勤務情報記憶部
７０：演算装置
７１：記憶装置
７２：表示装置
７３：入力装置
７４：通信装置
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